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産業 重美別就業者数 (万人､車 ) 年平均増加率(S)1970年 1980年 2000年 1970一1980年 1980-200年
第 1 次 産 業 886(17.4) 577く10.4) 308く 4.9) △ 4.2 △ 3.1
第 2 次 産 業 1,791(35.2) 1.925(34.8) 2,110(33.3) 0_7 0.5
化 学 等 195く 3.8) 175( 3.2) 145.( 2.3) △ 1.1 △ 0.9
一 次 金 属 82( 1.6) 67( 1.2) 54( 0.9) △ 2.0 △ 1.1
機 械 527く10.3) 538( 9.7) 893(14.1) 0.21 2.6△ 30
そ の 他 593(ll.6) 597(10.8) 328( 5.2)
建 設 業 394( 7.7) 548( 9.9) 690(10.9) 3.4230 1.2304
第 3 次 産 業 2,409( 7.3) 3,019(54.5) 3,912(6.8)
電気 .ガス .水道業 29( 0.6) 30( 0.5) 33( 0.5)
金融 .保険 .不動産菓 132( 2.6) 191( 3.5) 241( 3.8) 3.80 1.201
運 輸 .通 信 業 324( 6.) 350( 6.3) 355( .6)
サ ー ビ ス 業 等 1.924･(37.8) 2,448( .2) 3.283(52.0) 2.40ー8 1.507
(騰考)1.総理府統計局 ｢国勢調査Jr労働力調査｣及び経済企画庁総合計画局推計に
上る0





(出所)r狐氾年の日本.I(経済企画庁嗣 ),シ リー ズZ,72ページ｡
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表2 最近における雇用吸収の顕著な産業
ニ慧諾 0- lo歩 10-20帝 20-SOS 30- 505 50〆以上
0～1rS 械器具卸売業*ほカJ.5業種(うち5業藩主■酔つき) ｢般物 自動車茎遺 書運 動 競 技 場 *公認会計士事務所土木建築サービス業 その他の専r恥｣ゼス業
10～2g 野菜 .果実卸売業 匪街村雌拭前売葉書そば .うどん 産業用枚械漁具賃貸
生 鮮 魚介 卸 売業 バー.キヤJ{t/一等 百 貨
食料 .飲料卸売業す し 星中小企業 .庶民金融仏 教 系 宗 教*高 専 教 育 機 関幼 稚 囲専修 各種学 校 自 動 車 小 売 業医薬品.化粧品小売書籍 .文房具駐 車 場 .莱病 院一 般 診 療 所経 済 瓦 体 *梱 包 業 *
20.～35 婦人 .子供服小売 食 肉 卸 売 業 ♯喫 茶 特殊 教 育語学
各項 食料 品 小 売その他の飲食料品小食堂 .レス トラソ不 動 産 賃 貸 業貸 家 .貸 間 美莫 容 業 *社 会 教 育児 童 福 祉 事 他に分類されない個人サJiビス事業 エビス業*非 営 利 団 体療 術 精薄 等福祉事















































































■ l l従業員 5m 人以上
30-99人
′′5-29人 ′,＼
′･､':､了 仇 忘 二｢.I












































蓑 3 性 ･年齢階級別失業の集中度(1981年)
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19 24 29 34 39 44 49 54
年 ･ 齢 Ji Cn
凶 捨理府 r労血力調査｣,丁メ )ー力 ｢StatlStLCalAbstracl of the
unlted states｣,西 ドイツ ｢StallStlSChcs Jahrbuch｣.フランス

















































































昭和29年 35 41 47 50 56
① 従 業 者 計 18,788 25.732 34,413 43,949 45.117 51.545
② 国､地方.公金体 2,225 2,574 3,157 4.949 5.264 5.584
③ 民営lCKX)人以上雇用者. 1.626 1,979 2,257 2,721 2,597 2,236
④ 有給役員､常 雇 1.530 1,788 2,148 2,633 2,526 2,176
⑤ 臨 時 .日 雇 96 192 109 88 71 61
⑥ 馬琴1∝0人欄 用者 ll.824 16.513 23.545 30.176 30,989 36.633
⑦ 有給役員.常 雇 10.978 15.215 21.762 27,768 27.986 33.322
⑧ 臨 時 .日 雇 845 1.297 1.784 2.408 3,003 3.312
@/@ 6 ■10 5 3 3 3
@/@ 7 8 8 8 10 9
②+㊨/(9 20 17 15 17 17 15
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I層 ∬層 Ⅰ層 Ⅳ層
235万円 236- 381- 567万円
以下 280方勺 566万円 以上
¢)妻が働く主な目的(複数回答)
家討の維持 28.9%
?
?
?
?
?
??
?
?
??
?
????? ?????
小遣い⊂=コ 15･9%
貯えのため 31.8%
脈鮎,nl⊂コ .o･4%
固さ ｢58年国民生活実態調査｣(厚生省)｡凱 ｢就業
構造基本調査｣ (絵理荷)とは異なるが,これは調査方
法の相違による｡
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く,重大な欠陥が存在する｡経済のソフト化 ･サ
ービス化が進み,また社会の情報化が進展したと
しても,その欠陥は決っして解消されるものでは
ない｡
市場経済における分配は,極めて厄介な問題を
含んでいる｡というのは,分配が市場社会の様々
な要因によって規定されているからである｡個人
的所得の決定要因をあえて大別すれば,第1に個
人的所得の決定能力(実力),第2に社会的階層や
制度,第3に市場構造と雇用機会となるであろう｡
第1の点に関し,実力のある人は経済活動を通
じてより大きな所得を手にするが,競争が完全で
あれは,これが個人的分配の決定要因である｡と
ころが,いかなる経済社会でも所得の獲得競争は
完全でもないし,フェアでもない｡資本家,有産
階層に属する人々は,その競争に有利な社会環境
にある｡これが第2の決定要因であり,この要田
は,経済のソフト化 ･サービス化の進展と共に解
消される性格のものではない｡
第3の点は,市場構造に依存しており,多分に
運 ･不運にも関係している｡終身雇用が慣行にな
っている社会では,どのような職を得るかが,所
得獲得の要因になる｡一般的にいって,すでにみ
たように,大企業 ･公官庁などに勤めたほうが所
得水準が高く,雇用も安定している｡ただ,経済
のソフト化 ･サービス化に伴って,大企業におけ
る就業者は減少しつつあり,また最近の行政改革
のあおりで,公官庁への就職も厳しさを増してい
る｡つまり,世間でいう良好な雇用機会が減少し
ている｡
所得の極端な不平等が好ましいものでないなら
は,分配 ･再分配政策を通じてそれを平準化する
必要がある｡第1の要因に関して,経済のソフト
化が進み,｢知恵を売る｣時代になると,能力差以
上に所得格差が大きくなる傾向が生ずるが,この
個人的実力差からくる分配の歪は,累進課税制に
よる是正が有効である｡第2の点に関する所得や
富の偏在は,適正な相続税が効果的である｡わが
国の ｢財産は一代限り｣という思想は,社会階層
の平準化と,経済社会の活性化に役立っている｡
問題は第3の要因に起因する所得分配の歪に関
する対策である｡経済の二重構造に起因する分配
の格差を是正するためには,大企業や公官庁の勤
務者の所得水準を低くし,逆に中小零細企業の勤
務者の所得水準を引き上げるような政策を行えば
よい｡しかし,このような政策は市場社会では実
行が困難である｡したがって,このような分配の
歪には,分配政策より年金などの再分配政策によ
って行うことが有効である｡すなわち,現職のと
き所得水準が低かった中小零細企業の勤務者の年
金を相対的●に多くしてやり,生涯所得の平準化を
図ることである｡そのためには,大企業や公官庁
の勤務者に有利となっている現行制度を改める必
要がある｡経済の.ソフト化 ･サービス化に伴い,
労働形態が多様化する状況においては,また終身
雇用や年功序列が崩れていく状態にあっては,午
金などの再分配政策の公正化はわが国社会の最重
要課題といえる｡
む す び
前稿と本稿の2回にわたり,サービス化 ･ソフ
ト化現象を市場価値分析との関連において分析し
た｡
まず,前稿において,市場の基礎的分析を行な
い,サービス化とソフト化のもつ意味を明確にし,
その相違点を明らかにした｡サービス化とは,直
接モノの生産に関与しない労働形態への進行であ
り,労働の直接商品化である｡したがって,生産
要素としての労働とは異なり,サービスは労働を
本来的にストックできないという特散をもつ｡た
だし,生産要素としての労働とサービスとの区別
は不明確であり,現実には生産要素ともサービス
とも区別しえないような労働形態や産業 (いわゆ
る2.5次産業)が増加していることを示した｡今後
とも,従来のコ-リン･クラークの区分法では律
しきれない産業形態が増加するであろう｡
ソフト化とは,産業ないし企業内で直接生産に
従事しない部門 (企画,調査,販売,ソフトウェ
アなど)の比重が大きくなることである｡もしそ
れらの部門を産業ないし企業内で処理するなら
は,公式統計においては,サービス化は表われな
い｡しかし,それを外部化したり,製造部門から
排除された労働力がサービス業-と転化した場合
は,統計上もサービス業の増大として表わされる｡
つまり,サービス化とソフト化とは異なった概念
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であるが,それらは密接に関連しており,代替的
関係がある｡
次に,産業構造の傾向的変化をべティの法則と
の関連で分析 し,それが先進国でどのような妥当
性を有しているかを論じた｡とくに,べティの法
則が進むと,それに対する反作用力が強くなり,
ベティの法則が限界に近ずくことを示し,実際に
アメ1)カやまっが国ではその限界に近ずいているこ
とを示唆した｡同時に,第3次産業の所得水準が
低下する傾向を指摘し,第3次産業の脆弱性を強
調した｡
また,産業構造と技術革新の関連性を重視し,
現在進行しているサービス化 ･ソフト化が,ME
革命に付随した現象であることを示した｡その中
で,産業構造が完全に変質し,べティの法則を超
える革命的技術革新の可能性を示唆した｡
本稿においては,前稿の基礎的分析を踏まえ,
サービス化 ･ソフト化が労働市場へ及ぼす影響を
中心に論述した｡
第 1に,わが国のサービス化 ･ソフト化の実情
と労働市場の地殻変動を考察した｡その結果,最
近のサービス化は,かっての高度成長期とは臭っ
たパターンを有しており,その中味は,必ずしも
よくいわれるような知識集約的なものではなく,
雇用吸収の多 くは,外食産業,バー･キャJ,'レ-,
サラ金など,どちらかといえはいかがわしい業種
か,一昔なら賎業といわれる業種によってなされ
ていることがわかった｡したがって,r2000年の日
本』で述べているような,好ましい現象とはいえ
ないことを強調した｡
第2に,サービス化 ･ソ7日との複合的現象と
して,労働市場に流動化が生じ,雇用形態が変質
してくる｡主婦などの女性パートの増加は,旧来
強調された大企業と中小企業の待偶格差という
｢労働市場の二重構造｣ばかりでなく,｢労働市場
の二極分化｣というべき現象をもたらす｡｢労働市
場の二極分化｣とは,大企業や中小企業にかかわ
らず,正社員とパート･臨時雇などに二極分化し,
その賃金格差も大きくなる現象として定義される
が,このような現象がかなり進行しつつあること
を指摘した｡
経済のサービス化 ･ソフト化に伴う労働市場の
流動化や二極分化の当然の帰結として,終身雇用
や年功順列などの労働慣行が崩れていく｡このこ
とが,わが国将来の経済社会の不安定要田になる
ことは十分考えられる｡
最後に,サービス化 ･ソ7日とと労働市場の分
析の総括として,若干の政策的提言を行った｡そ
の骨子は,一つめとして,ME革命-の対応であ
る｡その中でME技術によって労働者を排除する
のではなく,その成果を労働者に還元することの
重要性を指摘し,そのためには経営者だけでなく,
労働者も哲学の変更が求められることを指摘し
た｡二つめとして,労働市場の二極化など,雇用
形態の劣悪化-の対応であり,具体的には主婦パ
ートなどの安易な労働供給を規制し,良好な労働
条件を保持することである｡三つめとして,サー
ビス化･ソフト化に伴う分配･再分配の考察から,
生涯所得を平準化するような政策の必要性を提言
した｡とくに,分配壇横の欠陥を再分配機構で補
完する際に,現行の再分配政策に発想の転換が重
要であることを強調した｡
われわれが,将来の社会を安定的で実り豊かな
ものにするために,現在進行中のサービス化 ･ソ
フト化現象を冷静に分析し,そのための社会的 ･
経済的諸条件の整備に取り組むことが要請されて
いるのである｡
注および参照文献
(1)水野朝夫 ｢労働市場のサービス化と需給のミス
マ ッチ｣(r東洋経済J,近径シリー ズ,NQ.67,1983
年)0
(2)事実,最近通産省の発表によれば,サービス業
の生産額のシェアは低下傾向にあり,逆に製造業
のシェアが拡大しているという｡
(3) 飯田経夫 ｢健全な物欲を軸にして回転する経済
の芳しさ｣(r東洋経済J,近経シリーズ,No.67,
1983)｡
(4)J.Singelman,Fy10mAgn'culiuretoISenlceI
TheTymsfoT7nationofZndustn'alEmployment,
StagePublications,London,1978,および(注1)
を参照のこと｡
(5) 新たな二重構造の主張としては,高橋毅夫 ｢新
二重構造論｣(r-コノミス｣,1982年5月18日号)
が代表的なものであるが,反論もある｡
(6)先端技術の設備の急速な陳腐化については,｢-
イテク残酷物語- いったい誰が生き残るのか｣
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(r東洋経済J,昭和59年7月14日発行)を参照のこ
と｡
(7)青田和男 ｢経済の構造変化と経済成長率の低下
(下)｣(rESPJ,Na147,1984年)0
(8) r59年版婦人労働の実情｣(労働省)による｡そ
れによると,58年の女子就業人口は2,263万人で
あり,完全失業者は61万人である｡パートタイマ
ーは初めて300万人を超えたとしている｡
(9)横幕雅夫 ｢日本の労働市場のカストマーズ性を
巡って｣(rESPj,NoL147,1984年)
(10) ｢58年度技術革新と労働に関する調査｣(労働省)
によれば,｢目が疲れる｣,｢肩がこる｣というよう
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な身体的症状を訴える労働者が急増している｡さ
らに,精神的障害も問題になっており,OAなど
に対する健康対策が必要である｡
(ll) 最近,労働大臣の私的懇談会である雇用問題政
策会議が,ME化に対応する ｢5原則｣を提言し
たが,これを生かすと同時に,さらに具体的政策
が望まれる｡
(12)榊二郎 ｢ロンドン･東京二都物語｣(rVoiceJ6
月号,昭和59年)｡
(13) 詳しくは,八代尚宏著 r女性労働の経済分析j
(日本経済新聞社,昭和58年),第8章を参照のこ
と｡
